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『つなげよう　今こそ未来へ　奉仕の輪』
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2023.1.11発行

新旧三役バッチ引継ぎ　
「1年間頑張ってください。」

7月13日

砺波工業高校学園祭『鷹工展』で11年ぶりの学校献血が実現

受付する献血初チャレンジの生徒の皆さん 保護者の方々もご協力くださいました

1307回

『早朝例会』チューリップ公園ステージで
リアルタイムラジオ体操

8月10日1309回

『納涼例会』若鶴大正蔵でくまの音楽堂の
爽やかな歌声

8月26日1310回

『ガバナー公式訪問』3Z合同例会
戸祭ガバナーにクラブバナー贈呈

9月7日1311回

会員スピーチ『地方交通はどうなる？』
(有)西森組L西森昭治

9月28日1312回

『入会式』4人の新メンバーが増えました

10月12日1313回

紅葉が始まった閑乗寺高原にて　
スピーチは閑乗寺観光開発(株)L楠則夫

10月26日1314回

会員スピーチ『東南アジアから見た日本の
今』富山アジア経済技術（協）L横山征典

11月9日1315回

『ます寿司作り体験』いい夫婦の日
 …持ち帰って奥様へのお土産に

11月22日1316回



新 会 員 の 紹 介

L  安 念 匠太郎
㈱アイドマセンサー
専務取締役
TEL 3 3 - 1 1 2 3
FAX 3 3 - 1 1 3 2 　

自宅　砺波市三島町

あ ん 　 　 ね ん 　 　 しょう  た  ろ う

L  石 川 誼 希
㈱石川組
代表取締役
TEL 7 7 - 4 6 8 9
FAX 7 7 - 3 1 8 5

自宅　砺波市中村

い し 　 　 か わ 　 　 よ し 　 　  き

L  石 黒 和 枝
石黒自動車工業㈱
代表取締役
TEL 8 2 - 1 2 5 9
FAX 8 2 - 5 0 6 9

自宅　砺波市太郎丸

い し 　 　 く ろ 　 　 か ず 　 　  え

L  潟 沼 秀 憲
㈲潟沼塗装店
代表取締役社長
TEL 3 2 - 0 5 7 6
FAX 3 2 - 1 2 7 6

自宅　砺波市鹿島

か た 　 　 ぬ ま 　 　 ひ で 　 　 の り

　近年の慢性的な血液不足を補うため、若年
層の献血を増やすことが急務です。当クラブで

は砺波工業高校へ献血のご協力をお願いし、学校側のご理解とご協力で10
月22日（土）学園祭にて400㎖の献血が11年振りに実現しました。また、県下
の県立高校で今年献血が実施されるのは、この砺波工業高校のみということ
です。生徒の献血には事前に保護者の同意書が必要で、果たしてどれだけの
協力が得られるか心配でした。また、400㎖の献血ができるのは男子17歳以
上（女子18歳以上）で全校生徒の半数以下となってしまいます。
　しかし学校のご厚意により前日の保護者への一斉メール配信や、クラブ員
の校内巡回、献血バスの前での呼び込み、また保護者や先生方にも献血して
いただいたおかげで、目標に達することができました。
　高校生は献血について興味が無いのでは？と思っていましたが、きちんと呼
びかけや啓蒙活動を行えば、多くの生徒に関心を持って頂けるという事が分
かりました。これからも若年層への呼びかけを積極的に行っていくことが重要
だと実感しました。

　昨年当クラブが砺波市、砺波市社会福
祉協議会と『災害時における連携協定』を
締結したことにより、初めての『砺波市災害
ボランティアセンター運営訓練』に、クラブ
より8名が参加しました。
　会場の砺波南部小学校ランチルームに
は災害時を見立て、ボランティアの受付
班、活動班、送り出し班、ニーズ受付班など
6つの班が置かれ、ボランティアセンター担
当者、ボランティア参加者、被災者など、そ
れぞれの役割を体験しました。

　富山湾の環境を守るには『ま
ずは上流に住む私たちから』を
合言葉に、当クラブでは４年前
から庄川と小矢部川の合流地
点である射水市六渡寺海岸の
清掃を行っています。今年も11
月20日（日）朝、クラブ員や親子
合わせて25名が大型バスと自家用車で向かいました。
　富山湾に漂着するごみの8割は上流から流れついたものと
言われています。海岸は以前より綺麗になっている様に見え
ましたが、清掃を始めて、無数の細かく砕けたプラスチックや
粒子状のマイクロプラスチックゴミが砂に混じり海岸を汚染し
ているのがはっきりと分かりました。
　これらにより世界中の海が汚染されて生物の生態系を壊
しているというニュースを聞きますが、富山の海も汚染が進ん
でいると痛感しました。これからの環境問題について考える大
変良い機会でした。

砺波工業高等学校学園祭 献血
2022となみ産業フェア・パワー博献血

10/22
9/4

砺 波 工 業 高 校

パ ワ ー 博 　9月4日（日）となみチューリップ公園にて開催された
『となみ産業フェアパワ－博2022』にあわせて街頭献血

を行いました。爽やかな秋晴れの中、企画展示・ステージイベントや飲食ブー
スに多くの来場者が訪れ、たい
へんな賑わいをみせていました。
私たちもプラカードを持って公
園内を巡回したり、出入り口で
献血を呼び掛けるなどして、たく
さんの方からご協力をいただく
ことができました。
　多くの皆さまのご協力、誠に
ありがとうございました。

9/25
ボランティアセンター
運営訓練 

　今年度は、『こども110番の家』
コーンを要望があった出町小学
校へ50個、砺波北部小学校へ
30個、砺波東部小学校へ30個
贈りました。
　７月５日(火)に出町小学校で
行われた贈呈式では、砺波警察
署から2名、当クラブから13名が
出席しました。式では下保会長
が「この黄色いコーンが皆さんの
登下校をサポートします。元気に
登下校してください。」とあいさ
つ。代表の６年生児童４人に手
渡されました。
　児童代表の根尾光（ひかる）さ
んより「地域の人の支えに感謝し
て安全に登下校したいと思いま
す。よろしくおねがいします。」とお
礼の言葉がありました。
　このアクティビティは、2006年
から市内8小学校に贈っており
累計1220個となりました。

　今年度の334
－D地区統一ア
クティビティ『思
いやりライト運
動』を9月30日
（金）にイオンモ
ール砺波の入
口3か所にて行
いました。また、
砺波警察署より
2名の警察官の参加も頂きました。
　当日は天候にも恵まれ、早めのライト点灯を呼び掛けるサインボードを首に
かけ17時～18時までの1時間にポケットティッシュ1000個を配布しました。当
クラブのミニオン3体も参加し、道行く親子連れがミニオンに大きな歓声を上
げ、握手や記念撮影をしました。
　初めての交通安全のアクティビティでしたが、「そうやね、早めにライトつけん
なんね！」との声も頂き、今回のアクティビティが交通安全・交通事故防止への
一助になると実感しました。

9/30 思いやりライト運動

　今年17回目となった砺波ロータリークラブとのチャリティーゴルフ大会は、9
月20日（火）ゴルフ俱楽部ゴールドウインにて開催され当クラブより15名、砺波
ロータリークラブより11名の参加でした。
　チャリティーの募金額92,000円は北日本新聞社を通じて砺波善意銀行へ
寄付されました。

9/20 チャリティーゴルフ大会

11/20
～富山湾を美しく～
　　六渡寺海岸清掃 7/5

こども110番の家
　　　　コーン贈呈

　今年度、会長肝いりのアクティビティとして「ヘア
ドネーション啓発運動」を推進してまいりました。
最初に行ったのは砺波市美容組合の方 と々の連
携を図る事でした。ポスター・チラシ・絵本・缶バッ
チを持参して協力の要請を行ったところ、快くご承
諾頂きました。次に展開した
のは、砺波市内の小中高校
生にヘアドネーションを知っ
てもらう事でした。市の教育
委員会にもお手伝い頂き、対
象の全児童・生徒にチラシを
配る事が出来ました。その後
沢山のお問い合わせがあり、

ヘアドネーションの提供者は現在51名となりました。
ご協力いただきました皆様本当にありがとうございま
した。

ヘアドネーション啓発運動

実施日 場  所 受  付 400㎖ 200㎖

イオン
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8月 7日

9月 4日

10月 2日

10月22日

104名

71名

78名

52名

91名

66名
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砺波東部小学校

砺波北部小学校

出町小学校

ポスター・チラシのデザイン

ミニオンも
　　お手伝い

記念の盾と缶バッチ

説明を聞いて
模擬体験

寄付金は
砺波善意銀行へ

パワー博会場のステージで献血をPR

新聞にも大きく
取り上げられました


